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【研究概要】
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2011年3月11日の東日本大震災により発生した大量の震災がれきや

その後の原子力発電の停止による火力発電の需要の高まりから生じ
る膨大なフライアッシュの処理が今後重要となる。震災がれきやフライ
アッシュをそのままコンクリートに混入しようとしても強度発現性および
耐久性に問題が生じる。本技術を利用して低品質フライアッシュを未
燃カーボン除去装置で改質すると、コンクリート用混和材として大量に
使用可能となり、高機能で低炭素なコンクリートが実現できる。これら
の技術は東日本大震災で発生した大量のコンクリートがれきを処理で
きる可能性を示唆している。当研究室では2009年度から科学技術振
興機構(JST)のA‐STEP・本格研究開発・起業挑戦タイプ「改質フライアッ
シュコンクリートの製造方法」（2012年度プロジェクトリーダー：高巣幸
二）に取り組んでいる．
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（前）フライアッシュ原粉 （後）改質フライアッシュ

写真1 フライアッシュのSEM画像
0

1

2

3

4

5

6

7

原粉 10 20 30 全排出

JIS灰
JIS外灰

強
熱

減
量

(
%
)

浮選時間

管理基準

JISⅠ種基準

図1 実機装置による強熱減量の経時変化

写真2  実機未燃カーボン除去装置

写真3 改質フライアッシュ実機プラント
（沖縄県：E-CON社）


